
雛塗
灘鰐

叢

.

弥
調

乳
叢

勢

働

資

本

協

調

方

法

こ
し
て
の
利

潤

配

分
一
.-
.・法
華
構
士

需

.裏

山

線

供

給

曲

線

及

び

偵

格

曲

線

...・

.・,法
學
博
士

地

方

所

得

税

に
於
げ
ろ
特

別

挽

割
附

加

税

…
・.…
法
學
博
士

独

逸

直

接

税

の
攣

革

…

.

.

・.…
渋
墨
博
士

植

民

地

の
財

政

政

策

-

.…
注
學
博
士

時

、

恐
珊

農

業

銀

行

國

管

の
必

要

・,・.…

.

説

苑

各

国

貿

易

概

槻

…
…
・…

.

雑

録

～

。D
量
零

話

&

の

日

本

文

明

評

・.・..

明

代

の
救

済

制

度

.…

.

田

島

錦

治

河

上
.

肇

神

戸

正

雄

小

川
郷

太
郎

山

本

美
越
乃

…

・法
學
博
士

河

田

嗣

郎

・

…
法

學

士

小

島

昌

太

郎

…

…
法
學
樽
士

財

部

静

治

・

…
文

學

士

清

水

泰

次



論

畿

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線

、
及
び
便
格
曲
線

(
一
)

第

十
二
巻

(欝
四
號

二
六
)

五

二
四

●

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
慣
格
曲
線

(
一
.)

(
陥
り
、
石
川
渋
墨
士
の
『
正
常
需
要
供
給

の
動
的
考
察
』
に
封
ず

る
所
見
)

.

河上

肇

.細論
糊籍

灘
難

灘
…欝熱

織

需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
な
る
も
の
は
、
今
日
贋
略
論
の
圖
解
の
た
め
、
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
る
る
所
で
あ
る
。
.

し
か
る
に
私
の
見

る
所

に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
個
の
曲
線
の
中
、
供
給
曲
線

ご
稠
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
者

の
方

に
は
、

二
種
の
匠
別
が
あ

る
。
も

つ
き
正
確
に
言

へ
ば
、
供
給
曲
線

ざ
名
け
て
る
る
も
の
が
學
者
に
よ
り
相
違

し
て
み
る

の
で
あ
っ
て
、
帥
ち
残
る
學
勇

名
け
て
供
給
曲
線
藷

へ
・
も
の
・
、
班

薯

の
名
け
て
同
ぞ

供
給
曲
線

巴
謂

へ
る
も
の

ε
は
、
互

に
其

の
種

類
を
異

に
し
て

み
る
。
そ

こ
で
供

給
曲

線
な

る
も

の
に
、
第

一
の
意
味

の
も

の
嘉

二
の
意
味

の
も
の
ε
が
出
來

る
繹
で
あ
る
が
、
私
の
考

へ
る
所
に
よ

れ
ば
、
そ
の
中
第

二
の
意
味
に
馬
す

る
も

の
は

、
實

は
供
給
曲

線
で
な
く

て
儂
格
曲
線

な

の

で
あ

る
。

私
は

さ
う
考

へ
る
か
与

、
そ

こ
で
私

の
立
場

か

ら
責

ぱ
、
需
要
曲
線

換

給
曲
線

漬

格
曲
線

ご
、
此
の
三
春

の
間

に
於
け
る
歴
別
を
明
か
に
す

る
必
要
が
あ



-る
・

し

か
る
に
此
等

の
曲
線

は
、
動
も
す

れ
ば
互

に
混

附

せ
ら

る

・
傾

が
め

つ
て

、
そ

の
結
果

、
本
來

問
題
を
明

瞭

に
す

る
が
爲

め
の
手
段

た

る

べ
き
圓
解
が

、
往

々

に
し
て
混
雑
を
惹

き
起

し
、
却

て
理

解
を
紡
ぐ
る
媒
介

ξ
,な

る
場
合
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
本
襲

は
乃
ち
此
筆

種

の
曲
線
の
匠

別
を
明
確
に
す

る
こ
ε
を
目
的
ε
す

る
も

の
で
、.
論
蝕
、
自
分
の
考

の

一
適
用
を
示
す
が
爲
め
に
、
最
近
石
川
法
學
士

が
本
誌
に
公
に
さ
れ
た

.『
正
常
需
要

供
給
の
動
的
考
察
』
ざ
題
す
廟
論
文
中

の
曲
線
使
用
法
の
當
否

に
言
及
せ
ん
ご
す

る
積
り
で
あ

る
。
所
謂
供
給
曲

線
に
二
種
あ
る
ご
ε
が
、
元
ご
問
題

の
起
る
原
因
で
あ
る
か
ら
、
議
論
は
お
の
つ
か
ら
供
給
曲
線

の
性
質
を
闡
明

す
る
こ
蓬
を
、
其

の
中
心
蓬
す
る
。
.
.
.
.
.

'

阿
、
普
通
に
謂
ふ
所
の
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線

も

コ

最
も
普
通
に
供
給
曲
線

ε
爾
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
も
の
は
、
市
場
傾
格

の
決
定
を
説
明
す

べ
き
所
謂
需
要
供
給
の

法
則
の
圖
解

に
當
り
、
需
要
曲
線
ε
交
叉
す

る
地
位
に
置

か
る
、
曲
線

の
こ
ε
で
、
そ
れ
は
今
更
説
明
す

る
ま
で
.

も
な
く
、

一
般
周
知
の
曲
線
で
あ
る
が
、
後
の
議
論
に
關
係
が
め
る
か
錠
、
順
序

ε
し
て
、
そ
の
大
盤
を
述

べ
て

置
く
。
例

へ
ば
、
フ
イ
.シ
ヤ
ア
の

『
経
済
原
論
』

に
は
、
そ
れ
に
關
し
て
、
次
の
如
く
説
明
t
て
る
る
。も

も

も

も

・

『
如
何
な
る
市
場
に
於
て
も
、
砂
糖

の
傾
格
が
異
れ
ば
、
量
れ
に
怨
じ
て
需
要
も
亦
異
る
。
吾

た
が

「
完
の
贋

ヤ

も

、
御
P
脚
励
を
騨
要
ε
い
ふ
の
は
、
人
舟
が
其
の
贋
諮

に
於
て
購
買
せ
ん
ご
欲
す

る
砂
糖
の
分
量

の
こ

ε

で

あ

論

叢

豊

鍛

・
供
欝

線
・
及
獲

鵠

線
二

)

筆

二
巻

(第
四
號

二
七
)

五
二
五

1)Fisher,ElementarアPrincipleso「Economics,19[2,PP-261-268.

一



,

論

叢

將
裏
曲
綜

、
供

給
曲
線
、
及

び
侃
格
曲
線
(
『
)

第
†
二
巻

(第
四
號

・二
八
)

五
二
六

へ
　

エ

お

あ

み

サ

ヤ

へ

じ

へ

ら

り

.る
。

同
様

に

一
定

の
贋
絡

に
於

け

る
供

給

ε

い
ふ

の
は

、
人
々
が
其

の
傾
格

に
於

て
販

質

せ
ん
ざ
す

る
.砂
糖

の

ヤ

へ

　

マ

も

も

も

も

あ

へ

も

へ

分
量
の
こ
ご
で
あ
る
。
砂
糖
の
債
格
が

[
封
度
八
借
で
め
っ
た
場
合
に
、

一
定
の
時
、

一
定
の
肚
會
に
於
け
も

あ

も

砂
糖

の
需
要

は
、
假

に
.
.
一
週

九
百
封
度

だ

蓬
す

る
。

然

る
時

、
も

し
償
格

が
下
落

し
て
七
仙

巴
な

っ
た
な

ら

か

ら

ば
、
需
要
は
増
加
し
て
例

へ
ば
九
百
四
十
封
度
ざ
な
る
で
あ
ら
う
。
更

に
儂
格
が
⊥
八
仙
に
下
落
す
れ
ば
、
需
要

は
増
加
し
て
例
.へ
ば
千
封
度
ざ
な
り
、
.以
下
之
に
準
ず

る
。

も

ゑ

も

も

ヤ

ヤ

マ

へ

も

『
砂

糖

の
供
給

に

つ
い
て
は
、
吾

々
ば

、
之

ε
反

劃
の
方
向

に
饗
す

る
ε
考
.
へ
.な

け
れ
ば
な
ら

沁
。
例

へ
ば

八

　

仙
の
特
千
省
封
度
で
あ
れ
ば
、
七
仙

の
時
は
千
五
十
封
度
、
⊥
八
仙

の
時
拡

千
封
度
ε
い
ふ
が

如
く
で
あ
ざ

。

も

も

も

も

も

あ

ヘ

へ

う

も

あ

ら

ヤ

ミ

`
次

の

表

は

此

程

の

数

字

を

示

し

た

も

の

で

、

種

々
な

る

償

格

ε

の

關

係

に

於

け

る

需

要

及

び

供

給

の

コ
表

」

(
ω
警

巴

邑
。
)
ピ

解

せ
ら

.る

、
も

の

で

あ

る

。

…

…

:
叱
.

.

.

.偵

格

.

.

.

需
要

の
表

・
.

供
給
の
表

・○
八

九
Q
O

「
一
〇
〇

・〇
七

矩
四
Q

一
〇
五
〇
.

＼

℃
六

、
.
.

一
〇

〇
〇
.
.

δ

0

0
.
.
.
.

,
.
.
.'

・〇
五

一
一
〇
〇

九
〇
〇

、

6
四
.

一・二
五
〇

.
・

七
五
〇

「
…
・...:
斯

か
る
場
合

に
は
、
償
格

は
⊥八
仙

以
上

に
な

る
こ
ご
も

以
下
に
な
る

こ
ご
も
出

家

楓
の
で
、
窮
極
六

.

仙

し
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

濾
。
此

の
如

く
供

給

ε
需
要

ご
を
同

一
な
ら
し
む

る
所

の
債
格

は
、「
市

場
を
決

臨

画

,



,

ロ

あ

カ

へ

,
.済
す
」
.・ご

稽
せ
ち

れ
う
且

つ
市
場
償
格

包
構

せ
ら

れ

る
。
…

・・…

・な

ほ
以
上

の
關
係

は
、
、
一
の
圖
表

に
よ
り
」.

」
,
一
層

明
瞭

に

看
取
し
待
ち

る

、
。
」

弦

に
フ
イ

シ
ヤ
ア
が

一
の
圖
表

ご
謂

ふ
所

の
も

の

は
、

市
場

償
格
決

定

の
説
明

の
た

め
廣
く
用
ひ
ら

れ

つ

、
あ

る
所

の
、

一
の
供

給
曲
線

ご

一
の
需
要
曲
線

ε
の
交

叉
を

現
は
す
圖
表

で
あ

っ
て
ハ
氏

の
掲
ぐ

る
所

の
も

の
を
、

簡
軍

に
書

き
改

む
れ

ば
、

そ
れ

は
次

の
如

き
も

の
で

あ
る
。

X

S
D
＼

P

、Y

[o

(第

一

尚

)

さ
て

フ
イ

シ
ヤ
ア
の
謂

ふ
所

の
需
要
曲
線
及

び
供

給
曲

線

な
る
も

の
は
、

同
時

に
其

れ
は
、
.多

く
の
學
.者

に

よ

っ
て
、

の

あ

る
。
例

へ
ば

イ
リ
ー
も

、

嘗

て
奮

著

に
於

て
、
其

の
用
例
を
襲
踏

し
た
も

の
で

あ
る
。

論

叢

需
要
曲
線
q
.供
給
曲
線
、
及
び
慣
.格
曲
線
〔
ご

9

此
の
第

【
圖

に
於
て
、
O
Y
線
の
又
は
之
に
平
行
す
る
線

の
長
さ
は
、
物
の
慣
格

の
高
さ
を
現
は
し
、
O
X
線

の
叉
ば
之
に
干
行
ず
る
線

の
長
さ
は
、

「
定
の
償
格

に
於
て
需
警

変

換

馨

る
薪

の
、
其
の
軌
の
分
量
の
大
さ
を
現
は
ゐ
、

又
D
線

ご
S
線

ε
の
交
叉

黙
な

る
P
は

、
所

謂
債
格

決
定
黙

に
し

て
、
そ
の
丁
黙

.

が
O
X
線
を
距

る
高

さ
は
、
所

定

の
需
要
及

び
供

給

の
下

に
於
け

る
市
場
贋
格

の

.

高

さ
を
現

は
す
も
.の
な
る

こ
ε
等

は
、
今
更
.説
明
を
要

せ
ざ
る

こ
巴
で
あ

る
。

此

の
如

き
性
質

の
も

の
で
あ
る
が
、

同

じ
ゃ

う

に
需
要
曲
線

又
は
供

給
曲
.線

`
罹

せ
ら

れ
て
る

る
も

の
で

タ

ウ

シ
グ
も
、

ウ
ィ

ク

ス
プ
イ

ド
も
、
皆
斯

か
る
用
例

に
從

っ
て
居

り
、
余
も
亦

た

(但

し

マ
ア

シ
ャ
ル
、
チ
ャ
ブ

マ
ソ
等

は
、
之
が
例
外

第
+
二
巻

(第
四
號

二
九
)

五
二
七

,

2)

3♪

4)

5)

6)

PP.264,265,266.(Fig・IS.20・ 〉ノあ4,
158,169.Ely,OutlinesofEconomics・1917,PP・

1,P.146,x9【2,Vol.Taussig,principle・・FEc・nom・cr,

CommonSenseofPoliticalEconomy,[glQ,p.505,etseq・Wicksteed,
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論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
由
縁
、
及
び
償
格
曲
線
(
ご

に
屡
す

る
。

そ
の
事
は
猶

ほ
後

に
至

っ
て
述

ぶ
る
で

あ
ら

う
。
)

第
†
二
巻

(第
四
號

三
〇
)

五
二
入
.

㌔

.

普
通
謂
ふ
所

の
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
な
る
も

の
は
、
大
鵬
此
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
余
は
更

に
、
此
等
.

曲
線
の
特
徴

ピ
看
做
す

べ
き
諸
黙
を
、
指
摘
し
て
見
た
い
ご
思
ふ
。

ヤ

ヘ

ヘ

へ

.第

一
、
曲
線

の
内

容

に
關
す

る
特
徴

。
此
等

の
曲

線

は
、
既

に
述

べ
し
所

に
よ

っ
て
明

か
な

る
如

く
、
特

定

の

暗
黙

に
、
特

定

の
市
場

に
於

て

(冒

円
懇
三
n巳
碧

日
。日
。
瓦

葺
.
9
隠
匿
∩
三
月

目
甲
「謬
こ

存
在
す

る
所

の
、
可
能

的
需
要
及
び

可
能
的
供

給

(℃
。
冨
茸
{巴

α
①日
電
急
き
自
噴
。
宮
島

巴

ω
毛
包
乙

の
事
情

を
現
は

し
て
み

る
の
で
あ

る
。

ラ

も

ヘ
ヤ
ぬ
ヘ

ラ

そ
れ
を

分
析

し
て
言

へ
ば
、
此
等

の
曲
線

は
、

イ
特

定

の
暗
黙

に
於
け

る
事
情

を
現

は
し
だ
も
の

で
あ
り
、

・
叉

(

」

「

(

セ

も

や

へ

も

セ

可
能

的
需
要
及

び
可
能
的

供
給

に
閲
す

る
事
情

を
現

は
し

だ
も
の
で
あ

る
。

ラ

も
も

へ
も

う

イ

先
づ
其
れ
が
特
定

の
暗

黙

に
於

け

る
事
情
を

現
は
し
た
も

の
だ

、
ε
云

ふ
こ
ε
か
ら

、
説

明
を
始

め
る
な

(

ロ

ら
ば
、
例

へ
ば
、
砂
糖
の
債
格
が
八
仙
な
ら
ば

一
一
〇
〇
封
度
の
供
給
が
あ
り
、
七
仙
な
ら
ば

一
〇
五
〇
封
度
の

あ

あ

あ

カ

.供

給

が
あ
り
、
六
仙

な
ら

ば

一
〇
〇
〇

封
度

の
供

給

が

あ

る
な

ご

ε
云

ふ
の
ば
、
別

々
の
時

に
於

け
る
供

給

の
歌

も

も

あ

態
を
言
ひ
表
は
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
緬
て
同
じ
時
に
於
け
る
供
給

の
状
態
を
言
ひ
表
し
だ
も
の
で
あ
る
。
時

は
同
じ
塒
だ
け
れ
こ
も
、
只
慣
格
が
高
け
れ
ば
割
合
に
多
く
の
供
給
が
あ
り
得
る
し
、
慣
格
が
低
け
れ
ば
割
合
に
.

ネ

し

も

う

へ
　

ヤ

も

も

も

僅
か
の
供
給
し
か
無

い
、
ご
い
ふ
や
う
に
、
憤
格
の
相
違

に
從

っ
て
供
給
量
の
多
少

に
相
違
が
め
り
得

る
、
ピ
い



」
ふ
事
實

を
、
吉

ひ
表

は
し
て
み

る
の
で
あ

る
。
簡

軍
に

吉

へ
ば
、
そ
れ
は

国
ω旨
。
喝
舞

。
h
8
ゐ
誤

出
富
岡
窮

鼠
σ
固豪
ゆ
。。

(同
時
存

在

の
可
能
性

の

一
覧
表

)
で
あ

る
。
だ

か
ら
、

一
個

の
需
要
曲
線

ご

一
個

の
供

給
曲
線

ε
が
在

る
に
止
ま

も

ヘ

へ

も

カ

リ

し

ゅ

や

ち

カ

ヵ

さ

ミ

ち

る
圖
表
に
於
て
は
、
そ
こ
に
『
時
』
の
経
過
が
含
ま
れ
て
み
な
い
。
も
し
其
れ
に
時
の
要
素
を
入
れ
、
時

の
経
過
に

伴
ふ
需
要
叉
は
供
給
の
製
化
を
現
さ
う
冠
す
れ
ば
、
そ
の
聴
黙
の
敷

に
慮
じ
て
需
要
又
は
供
給
の
曲
線

の
激
を
増

し
て
行
か
ね
ば
な
ら
阻
。
即
ち
供
給
が
愛
化
し
隔
こ
れ
に
つ
れ
て
需
要
も
亦
だ
攣
化
し
だ
場
合
に
、
此
等
の
攣
化

起
ら
ざ
し
し
以
前

の
状
態
ε
、
そ
の
既
に
起
り
た
る
以
後
の
状
態
ξ
を
.
同
時
に
同
じ
圖
表
に
現
は
さ
ん
ご
す

れ

ノ

s9
ノ

DD
唱 、 、

O

PAP'.

Y

x.xxノ0

(第

一一

圖
)

曲
線

ご
が
書

き
加

へ
ら

る

、
の
で
あ
.つ
て

、
即
ち

一
個

の
供

給
曲
線
叉

は

一
個
の
需
要
曲
線

に
は
、

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
個
絡
曲
線
(
一
)

ば

、
需
要
曲
線

も
、
供
給
曲
線

も
、
共

に
二

つ
宛

に
し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
例

へ
ば
第

こ
圖

に
示

せ

る
如

く

、
供

給

の
増

加

に
よ
り

、
S

ご

い
ふ

供

給
曲
線

が
3

線

の
形

を
取

る
に
至

れ
る
特

、
需

要
も
亦
た
増

加
し

て
、

D

ε
い
ふ
需
要

曲
線
が
∬
線

の
形
を
取

る
に
至

る
な
ら
ば

、
市
場

債
格

は

最
初
P

∬
に
決

定

さ
れ

し
も

の
が
、
今
は
梢

1
下
落

t
て
P
,万
こ
な

る
筈

で
め
る
が
、
斯

か
る
場

合

に
は
、

こ
の
圖
表

の
中

に
、
明

か

に
時

の
脛
過

が
示

さ
れ

て
み

る
。

し

か
し

、
其

の
時

の
経
過

に
つ
れ
て
供

給
も
需

要
も

憂

化
し

て
居

る

限
り
は
、
そ

こ
に
新

だ
な

る
供
給
曲
線

ε
新

た
な

る
需

要

馬

持

の
経
過

が

第
十
二
巻

(第
四
號

三
…)

五
二
九

」

」



、

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
渦
及
び
領

絡
曲
線

(
ご

第
十
二
巻

(第
四
號

時三

』)

五
三
〇

'

.

全
然
包
含

さ
れ
て
る
な

い
の
で
あ

る
。

`

ラ

ロ

ロ

既

に
述

べ
し
如
く
、
此
等

の
曲
線

は
、
同
時
存
在

の
可
能

的
事
實

の
圖
示

で
あ

る
。

だ
が
ら
其
筈

の
曲
線

(

も

や

ヤ

ヤ

も

や

に
よ

っ
て
現
は
さ
れ
て
み
る
需
要
叉
は
供
給
は
、

お
の
つ
か
ら
可
能
的
需
要
叉
は
可
能
的
供
給
で
な
け
.れ
ば
な
ら

漁
の
で
あ
る
。
此
事
は
委
し
く
説
明
す
る
必
要
の
無
さ
さ
う
な
、
甚

だ
解
り
易

い
事
實

の
や
う
だ
け
れ
こ
も
、
實

際

に
於
て
は
、
需
要
叉
は
供
給

の
増
減
を
論
ず
る
に
際
し
、r
可
能
的
需
要
叉
は
可
能
的
供
給
の
増
減
が
屡

主
現
實

的
需
要
又
は
現
實
的
供
給
の
増
減

ご
混
同
せ
ら
る
＼
こ
ご
あ

る
が
散

に
、
冗
長
を
厭
は
す
、

一
慮
そ
の
大
禮
を
説

明
し
て
置

か
う
ε
思
ふ
。
藪

に
可
能
的
需
要
叉
は
可
能
的
供
給

(で
暫
。
葺
巴

色
。
暴

民
・
旭
9
。
註
巴

宥
℃
覧
乙

ε
謂
ふ

も

カ

も

ぬ

へ

も

へ

う

カ

リ

た

ヤ

は
特
定

の
暗
黙

に
於

て
、
種

々
な
る
償
格

の
下
に
、
そ

の

一
々
の
債

格

に
封
慮

し

て
生

じ
得

る
所

の
、
種

灯
な

る

X

、
、

、
、

S.D

枚
Y

Z

(第

「

三

個
)

0

身
長

の
需
要
額
叉
は
供
給
額

の
系
列
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
個

に
現
す
時
、
即
ち

一
ゴ

個
の
需
要
曲
線
叉
は

　
個
の
供
給
曲
線
ε
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
債
絡
な
み

も
の
は
、
此
の
需
要
側
の
事
情

ざ
供
給
側

の
事
情

`
の
開
悟
よ
b
し
て
、
恰
も
需

要
額

ξ
供
給
額
ε
が

　
致
し
得
る
黙
に
定
ま
る
の
で
あ

っ
て
、
さ
う
し
て
其
の
決

へ

も

ヨ

へ

ゑ

へ

あ

定

さ
れ
だ

乃

嶋
個

の
償

格

の
下

に
於

て
現

に
取
引

さ
る

、
所

の
需
要
額
叉

は
供
給

額
は
、
所
謂

現
實

的
需

要

叉
は
現
質
的

供
給

(㊤
o巨
巴

α
o目
窪
鼻

o
n
建
国
ポ

看
力
ぐ
)

な
る
も

の
で
あ
る
。
例

へ
ば
第
三
圖

に
於

て
、
D
線
及

び
S
線

は
「

可
能
舶

需
要

門

'



r

Y D s
9'
'・

P !
'
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ノ ノ

P/ノ
!

〆'
'

. "

0 λ⊃. x'

及

び
可
能
{的
供

給
を
現
は

し
、
P

黙

は
、
斯

か
る
需
要

側

の
事
情

ざ
供

給
側

の
事
情

よ
り
し
て
、

■恰
も
需

要
額

ご

供
給
額

ε
が

一
致

し
得

る
所

の
、
傾

略
決

定
黙

を
現
は
す

。

さ
う
し
て
0

諸
線

の
長

さ
は

、
斯

か
る
償
格

の
下

に

ヤ

も

於
て
現
に
取
引

さ
る
、
所
の
需
要
額
及
び
供
給
額
、
即
ち
現
實
的
誌面
要
及
び
現
實
的
供
給
を
現
は
す
。

=
疋
の
時

リ

リ

リ

お

し

黙
に
於
け
る
可
能
的
需
要
及
び
可
能
的
供
給
が
別
々
の
曲
線
を
以
て
現
さ
る

、
に
反
し
、

一
定
の
傾
格
の
下
に
於

も

へ

も

も

や

る

も

も

け
る
現
實
的
需
要
及
び
現
實
的
供
給
が
同
時
に

一
個
の
直
線
を
以
て
現
さ
る
、
所
以
は
、
元
來
責
買
な
る
も
の
は

双
方
随
行
爲
に
し
て
、
買
は
れ
だ
る
分
量
は
必
ず
賢
ら
れ
た
る
分
.量
に
等
し
く
、
從
て

　
定
の
債
格
の
下

に
於
て

現
に
需
要
さ
れ
た
る
物
の
分
量

は
、
同
特
に
其
の
債
格
の
下
に
於
て
現
に
供
給

割
れ
た
る
其
の
物

の
分
量
芭
、
全

然
同

一
な
ち
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
の
理
に
水
つ
く
。
可
能
的
需
要
及
び
可
能
的
供
給
は
、
現
實
的
需
要
及
び
理
責
的

あ

ら

ち

や

ゆ

も

も

供
給
ε
、
此
の
如
き
差
異
を
有
す

る
。

さ
う
し
て
普
通
に
需
要
又
は
供
給
の

も

ち

増
減
ざ
謂
ふ
の
は
、
即
ち
前
者
の
増
減
を
措
す
の
で
、
之
を
圖
に
就
て
言

へ

ば
D
線
又
は
S
線
が
其
の
地
位
を
攣
動
ず

る
場
合
を
指
す

の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
動
も
す

れ
ば
、
後
者

の
増
減
ご
混
同
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
第

四
圖

に
於
て
、
S
`
い
ふ
供
給
曲
線
が
習
ε
い
ふ
供
給
曲
線
に
愛
す
れ
ば
、

そ
れ
は
供
給
側

の
事
情
に
塑
動
あ
る
こ
ざ
を
示
す
も
の
で
、
即
ち
此
の
場
合

む

ヵ

サ

セ

も

コ

(第

四

圖
V

は
供

給
が
増

加
し

た

の
で
あ

る
。

さ
う

し
て
s
線

が
ヨ

線

`
な

っ
た
結

果

、

論

叢

需
要
田
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
慣
格
曲
線
二

)

第
十
二
巻
.
(第
四
號

三
三
)

五
=
=

7



'

昌

「

論

叢
.

需
要
曲
線
・
供
給
曲
線
・
及
び
便
格
曲
線
(
一)

第
十
二
巻

(第
四
號

三
四
)

五
三
二

償
格
決
定
黙

は
P

黙

よ
り
P
黙

に
下
が
る

の
で
、
即

ち
供

給
増

加

の
結
果

、
償
絡

は
下
落
し

て
、
元

巴
P

罪
な
ゆ

し
も

の
が
今

は
F
審

ε
な

る
の
で
あ

る
。

し

か

る

に
P

が
P

ε
な

っ
た
結

果
は
、
更

に
0

諸
を
攣

じ
て
0
,謬
ε

　

も

も

も

も

な
す

に
至
る
の
で
、
盲
ひ
換

ふ
れ
ば
、
償
幣
下
落

の
結

果

、
現

に
供

給

せ
ら

る

＼
額

が
、
從

て
叉
、
現

に
需
要

せ

つ

カ

も

も

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヵ

ら

る

、
額

が
、
同
時

に
増

加
す

る
の

で
あ

る
り
そ

の
意

味

に
於

て
、

そ
れ
は
需
要

の
増
加

で
あ

る
。

か
く

て
次

の

如
き

一
系
列
の
事
實
が
繊
起
す
る
鐸

に
な
る
も
一

第

　
、
供
給
の
増
加
-

第
二
、
債
格
.の
下
落
.1

第
三
、

ヤ

も

や

も

コ

ヘ

ヘ

へ

つ

も

カ

ヘ

モ

需
要
の
増
加
。
そ
こ
で
輕
卒
に
之
を
見
る
ご
、
供
給
の
増
加
は
即
ち
需
要
の
増
加
ξ
い
ふ
事
に
な
る
の
だ
が
、
學

者
の
議
論

に
於
て
も
往
々
此
の
二

つ
の
者
が

混
同
さ
れ
て
、

そ
の
言
ふ
所
が

意
味
を
成
さ
弧
や
う
な

場
合
も
あ

る
。

し
か
.し
な
が
ら

「
第

一
、
供

給

の
増
加
-

第

二

、
償
格

の
下
落

;

第
三

、
需

要

の
増

加
」

こ

い
ふ
事
實

も

カ

　

の
系
統

に
於

て
、
第

}
に
供
給

の
増

加

ε
い
ふ
は
、
可

能

的
供

給
の
増

加
の

こ
ε
で
、
郎
「ち
前

の
圖

に
就

て
言

へ

も

や

も

ば
、
供
給
曲
線
の
S
線
が
5,
線
こ
な

っ
た
こ
ご
で
あ
り
、
第
三
に
需
要
の
増
加
窪
い
ふ
は
、
現
質
的
需
要
の
増

加

へ

へ

っ

ヤ

も

へ

も

や

ヤ

の
こ

`
で
、
同

じ

宝
前

の
圖

に

つ
い
て
言

へ
ば
、
只

0

多
が
0
ノ

ξ
な

っ
た

だ
け

で
、
需

要
曲

線
た

る
D
線

そ
の

も

ヘ

モ

カ

リ

ミ

も

ロ

ヤ

も

な

も

も

ヤ

ヘ

ヤ

も
の
に
は
、
何
等

の
愛
化
が
起
っ
て
る
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
簡
軍
に
需
要
の
堆
加
ざ
は
盲

ふ
も
の
、
、
實
は

需
要
側
の
事
情

に
は
何
等
の
攣
動
な
く
、
帥

ち
需
要
は
毫
も
増
加
し
て
み
る
の
で
な
く
て
、
只
需
要
額
が
増
加
し

て
み
る
ば
か
b
君
の
で
め

る
。
之
を
要
す

る
に
、
需
要
叉
は
供
給
の
攣
動
ε
謂
ふ
は
、
可
能
的
需
要
叉
は
可
能
的

供
給
の
攣
動

の
こ
ビ
で
、
之
を
圖
に
現
せ
ば
、
需
要
曲
線
叉
は
供
給
曲
線
が
其

の
位
置
を
嬰
更
す

る
場
合
の
こ
ε

O

.



腎

へ

ゐ

あ

も

マ

ヤ

で
め
る
・
さ
　
し
て
斯

か
る
意
味
の
需
要
各

供
給
の
攣
動

は
、
互
に
濁
立
し
て
趨
り
得

る
、
即
ち
之
を
圖
に
視

る

へ

せ
ば
、
需

要
曲
線

伽
か
が
動

く
こ
ε
も
あ
り
得

れ
ば

、
供

給
曲
線

の
み
が
動

一

こ
ε
も
あ

り
得

る
。

し

か

乃
に
需

ヤ

も

コ

要
文
は
供
給
ご
い
ふ
吉
葉
を
、
現
實
的
需
要
叉
は
現
實
的
供
給
ご
い
ふ
意
味
に
解
す
れ
ば
、
其
の
憂
動
は
必
ず
同

豚

起
り
・
需
要
の
増
減
.の
み
あ

っ
て
、
同
時

に
供
給
の
増
減
が
な

い
蕊

ふ
.
ぎ

ば
、
到
底
在
り
得
な

い
。
即

ち
之
を
前

の
圖

に
つ
い
て
言

へ
ば
、
0

多
線

に
よ
り
て

現
實

の
需
要
額

ε
現
實

の
供

給
額

蓬
が
同
時

に
現

さ
れ
て

み
る
の
だ
か
ら
一
も
し
0

多
線

が
0
,∬
線

に
延

び
た
な

ら
ば
.

そ
れ

は
需

要
額
が
殖

え
た

ε
同
時

に
供
給
額
.が
殖

「

え
た

こ
墓

意
味
す
る
。
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
が
、
可
輔

翼

及
び
可
能
的
供
給
を
現
す
、
冠
い
意

味

は
・
こ
れ
で
誤
解
の
起
り
得
な
い
程
度
に
、
説
明
が
出
家
た
こ
く

思
ふ
。
仍
て
次
し
は
此
等
曲
線

の
第

二
の
特

徴
を
説
明
し
セ
い
ざ
思
ふ
。

第
二
、
曲
線

の
夘
砂

に
關
す

る
特
徴
。
排
土
は
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
の
意
味
す
る
所

の
内
容
の
特
徴
で
あ

る
が
、

斯

か
る
内
容
は
お
の
つ
か
ら
其
の
外
形
を
制
約
し
て
、

之

に

「
定
の
特
徴
を
賦
興
す

る
。

即
ち
以
上
述

セ

も

ヘ

コ

あ

カ

ロ

へ

も

も

も

も

べ
た

る
が
如

き
意
味

の
需
要
曲
線

は
、
概

し
て
左

よ
り

右

に
下

が
る
曲
線

の
形

を

ε
り

、
之

に
反
し

、
供

給
曲
線

は
、
概

し
て
在
虻
い
左

に
下

が
か
曲

線

の
形
を

ε

る
も

の
で
あ

っ
て
、
姫

何

に
極

雄

の
場
合

を
考

へ
て
見

て
も
噛

少
く

ε
も

、
需

興
曲
線

が
右

よ
り
左

に
下

が
る
曲
線

の
形

を

ご
b

、
叉
供

給
曲
線

が
左
「よ
り
右

に
下

が
る
曲
線

の

形
を

ε
る

こ
ε
は
、
絶

封

に
在
b
得

な

い
。
.そ
れ
は
何

故

で
あ

る
か

ε
い
ふ
に
、
需

要
曲
線

が
右

よ
り
左

に
下
が

論

叢
.

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
便
絡
曲
線
(
一
)

第
十
二
巻

(第
四
號
.

三
五
)

五
三
三

,

,



Lr

論

皿蹟

'

需
要
曲
線
、
供
給
曲
[線
、
及
び
便
格
曲
線

(
一
)

第
十
二
巻

(第
四
號

三
六
)

五
三
四

る
舳
線

の
形
を
取

っ
て
ゐ

を

云

ふ
.、
ε
味

同

じ
時

、
同
じ
市

場

に
於

て
、
物

の
債
格

が
高
け

れ
ば
高

い
ほ
ざ

・

需

要

せ
ら

る

・
分
量

が
多
一

、
償
幣

が
安

け
れ
ば
安

い
ほ
こ
需

要
せ
ら

る

・
分
量

が
少

い
、

ご
云

ふ

こ
ご
を
盲
ひ

表
す

の
で

め
る
が
、
左
様
な

こ
ε
は
、
同

じ
時
、

同
じ

市
場
に
於
て

、
到

厩
起

り
得

べ
か
ら

ざ

る
現
象

だ
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ

こ
同
じ
ゃ
う

に
、
供
給
曲
線

が
左

よ
け
右

に
下
が

る
曲
線

の
形
を
取

っ
て
み
な
ε
云

ふ
こ
ξ
は
。
同

じ
時

,
同

じ
市
場

に
於

て
、
.物

の
債
格

が
高
け
れ
ば
高

い
ほ
こ
供

給

せ
ら

る

＼
分
量

が
少
く
、
償
幣

が
安

け

れ
ば

安

い
ほ
♂
、
供

給
せ
ら

る

、
分
量

が
多

い
、

.ε

ふ
こ
ご
を

官
ひ
表

は
す

の
で
あ

る
が
、

左
様
な

こ
ご
も
亦
、

同
じ

時
、
同
じ
市
場

"
於

て
は
、
到

底
起

b
得

ぺ
か
ら

ざ

る
現
象

な

の
で
あ

る
。
.

二

、

マ

ア

シ

ャ
ル
等

の

所

謂

供

給

曲

線

と

債

格

曲

線

普
通
に
謂
ふ
所
の
需
要
曲
線
及
び
供
給
曲
線
な
る
も
の
、
意
味
及
び
特
徴

は
、
以
上
述

ぶ
る
が
如
く
で
あ
・る
。
,

し
か
る
に
、
同
じ
く
償
格
論
に
黝
し
て
贋
く
用
ひ
ら
れ
つ
、
あ
る
曲
線
の
中
に
、
な
ほ
之
ざ
性
質
を
異

に
せ
る
他

も

り

も

も

へ

■
の
種
類
の
曲
線
が
あ
る
。
.そ
れ
は
正
常
償
幣

の
決
定
を
説
明
す
る
場
合
に
、
貨
物

の
生
産
費

の
愛
動
を
示
す
た
め

の
曲
線
で
あ
る
が
、
こ
の
生
産
費
な
る
も
の
は
供
給
側
の
事
情
に
臆
す

る
こ
ε
故
、
そ
の
曲
線
も
亦
た
簡
単
に
、

供
給
の
事
情
を
示
す
曲
線
ε
構
せ
ら
る
＼
場
合
が
あ
り
、
殊

に
學
者

に
よ
b
て
は
、
特
に
此
の
方
の
曲
線
を
名
け

て
『
供
給
曲
線
』
ε
謂

へ
る
も
の
あ
る
が
爲
め
叢
、
此
の
曲
線

ご
、
前
に
市
場
債
格
の
決
定
に
閲
し
て
説
明
せ
し
供

層



星

給
曲
線

ε
が
、
動
も
す
れ
ば
混
同
せ
ら
れ
て
、
無
用

の
混
雑
を
来
す

こ
ε
が
あ
る
。
『
曲
線
交
叉

の
圖
衰

滅
多
く

の
違

つ
意

味
を
以
て
用
ひ
ら
れ
て
る
る
、
さ
う
し
で
其
筈

の
も
の
を
毒

に
辨
別
せ
ざ
る
.ピ

は
、
甚
し
き
混

雑

を
惹
起
す

る

の
原
こ
な

っ
て
み

る
〕

ε
グ
ィ
ク

ス
プ
イ
ド
の
育

っ
て
る
る

の
が
、
.即

ち
そ

れ
で
あ
る
。

余

は
今

説
明
の
順
唐

し
て
、

雇

・
の
第
二
の
藻

に
於
け
・
供
給
の
曲
線
に
3

、そ
の
大
讐

婆

・
諾

う

フ
。

一
定
の
暗
黙
に
於
け
る
市
場
贋
格
を
論
ず
る
場
合

に
は
、
既
に
述

べ
た
る
如
く
、
物

の
需
要
ε
供
給
ご
、
こ
の

二

つ
の
側

に
於
け
る
事
悔
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
・
に
、
禦

の
藷

を
長

き
期
間
・
跨
ら
す
渡

、

そ

れ
に

つ
れ
三

需
要

の
側

に
於

け
る
事
情

よ
り
も

、
供
給

の
側

に
於
け

る
事
情

を
、

よ
り
多

一
考
慮

に
入
る

、

必

要
が
起
る
・
『
吾

々
の
考
慮
す

る
期
間
の

短
け
れ
ば

短
き
ほ
こ
、
需
要
が
儂
値
に
及
ぼ
す
影
響

謝
し
て
、
與

へ
ら

る

べ
き
吾

々
の
注
意

の
割
前

は
、
よ
り
多
ぐ

な
け

れ
ば

な
ら

瀕
し
b
叉

そ

の
期
間

が
長
け

れ
ば

長
き
ほ
ご
、

幽

配
卿

の
債
億

に
及

ぼ
す

影
響

は
、
よ
り
大

ε
な
る
で

あ
ら
う

、
一

吾

々
は
、

一
般

の
規

則
こ
し
て
、
此

の
如

う

ち

も

も

ヤ

ヘ

へ

も

く
結
論
し
得
る
一
。
盲
ひ
換
ふ
れ
ば
、

一
定

の
暗
黙
に
於
け
る
市
場
儂
格
を
論
ず
る
場
合

に
は
、
生
産
費
の
こ
`
は

差
歯

題
呈

戯

け
れ
こ
も
、
.癖

・
亘
・
P
嘗

肇

璽

・
場
倉

は
、
物
の
生
褒

蕊

ふ
・、
塁

殆

ボ
唯

一
の
問
題
乙
な
る
。
だ
か
ら

『
正
常
債
格

`
は
貨
物
の

一
軍
位

の
生
産
費
用
に
丁
度
等

し
い
だ
け
の
償
格
に

の

ゆ

與

へ
ら
れ

π
名
稽

で
あ

る
」

芭
言

ひ
得

る
こ
ε
に
も

な

る
。

し

か
る
に
、
貨

物

の

一
軍

位
の
生
産
費

は
、

生
産

せ

ら
る

べ
き
貨
物

の
軍

位
敷

の
大

小
に
慮

じ
て
、
必

ず
し
も

論

叢

需
要
曲
線
・
供
給
曲
線
、
及
び
償
格
曲
線
(
一
)

,

第
十
二
巻

(第
四
號

三
七
)

五
三
五

、

7)
8)

9)

Wicksteed,Jbzd,p.527

Marshal】,ノ 汐ピ'`',P・350・

Ely,ノbid,か.16q・



■

,

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
便
格
曲
線
(
ご

噛
.

第
十
二
巻

(第
四
號

三
八
)

五
三
六

一
様

で
な

い
。

さ
う
し
て
其

の
攣

化

に

つ

い
て

は
、
模

型
的

の
場
合

が
、
普
通

三
様

に
考

へ
ら

れ

て
る
る
。
(其
事

の
是
非

に

つ
い
て
は
、
な
ほ
考

ふ

べ
き
黙

も
あ

る
ε
思

ふ
が
、

問
題

外

に

麟
…す

る
か
ら
、

藪

に
は

省
略

し
て
置

　

も

し

《
)
。
生
産
一両
噸
如
何

に
増
加
す
る
も
、
.一
軍
位
の
生
産
費
は
不
憂

の
場
合

ξ
,
生
産
高
の
増
加
に
つ
れ
て
、
謬

ヤ

ヤ

も

す

る
場
合
ざ
、
之
に
反
し
逓
増
す
る
場
合
ε
が
、
即
ち
其
れ
で
あ
る
。
(問
題
ぼ

第)五個第)占
'、個

.

Y

s

.

s

0 x

S

Y

,S

X「側

生
産
額

の
増
加
の
場
合
に

つ
い
て
考

へ
ら
れ
て
る
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か

し
生
産
額
の
減
少
の
場
合

に
も
、
同
じ
ゃ
う
な
問
題
が
考

へ
ら
れ
得
る
こ
ε
は

勿
論
で
φ
つ
て
、
そ
の
こ
ε
に
つ
い
て
は
、
後
に

;
面
す

る
機
會
が
め
る
)
。
さ

う
し
て
此

の
如
き
生
産
費

の
婁
化
が
、
矢
張
レ
曲
線
叉
は
直
線
を
以
て
圓
に
表

.

は
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
例

へ
ば
、
第
五
圖
の
S
線
は
生
産
費
の
不
憂
を

現
は
し
、
第
六
圖
の
S
線
は
之
が
蓬
減
を
現
は
し
,
第
七
圏
の
S
線
は
.之
が
逓

増
を
現
は
す
、
ε
炉
ふ
が
如
く
で
あ
る
。

さ
て
.此
等
の
曲
線
(
叉
は
直
線

)は
、
貨
物

一
軍
位
の
生
産
費
を
示
す

も
の
で

め
る
か
ち
、
先
き
に
市
場
儂
格
の
決
定
を
圖
解
す
る
際

に
用
ひ
た
供
.給
曲
線
ざ

は
、
全
く
其
の
性
質
を
異

に
す

る
も
の
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
第

一
に
其
の
国
形

の
外
観
が
似
て
居
り
、
第
二
に
學
者
に
よ
っ
て
は
此
等
の
曲
線
を
ば
特
に

『
供 .



」L

第)七

.

個

.

S

Y

S

の
例

ξ
し
て
、

吾

々
は

マ
ァ

シ
ャ
ル

儂
格
、
即

ち
碑
常

償
格

ε
禰

せ
ら

る

、
も

の
」

の
決
定

を
説

明

せ
ん
が
覚

め
に

帽

子

の
敬

(
一
週

間
蝉

)

.

九

、六

〇
Q

九

、七

Q

Q

九

、入

O

O

九

、九

〇

〇

一
〇

、
O
O

O

「
O

、
一
〇

〇

一
〇
、
二

〇
〇

一
Q
、
三
.O
Q

一
〇
、
四

〇

Q

論

叢

需
要

曲
[線
、
供
給
曲
線

、
給
曲
線
」
ε
名
け
て
居
わ
、
第
三
に
多
く
の
學
者

は

(私
自
身
も
嘗
て
之
に
倣

X

つ
た
こ
嘉

あ
㍉

先
き
に
禁

蕩

羅

の
決
定
を
圖
解
す
る
際
に
用
ひ
ら

る
、
も
の
ε
し
て
説
明
し
て
置
い
た
需
要
曲
線
を
ば
、
此

の
別
種
の
意
味
を
有

す

る
供
給
曲
線
ご
同
じ
圖
面
に
交
叉
せ
し
む
る
こ
巴
に
よ
り
、
需
要
供
給
の
卒

衡
を
云
為
し
て
.、
正
常
償
格

の
決
定
黙
を
説
明
し
て
居
る
の
で
、
曲
線
の
混
同

は
盆

江
容
易
ぐ
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

0

長
期

に
亘

る
生
産
費

の
攣
動
を
示
す
曲
線
を
供
斡
曲
線
ε
名
け
て
る
る
學
者

ロ

セ

あ

ち

、
・
チ

ャ
ブ

マ

ン
等

を

擧

げ

得

、る
。

例

へ
ば

チ

ヤ

ブ

マ

ソ
は

「
長

期

に

於

け

る

、

次

の

如

き

表

を

掲

げ

て

み

る

Q

カ

匂

し

し

、限
界

的
需

要

便

格

限
界

的
供

給

慣
格

志

庁

忠

片

『

・八

五

・四

五
.・七

五

・
三

五

・四

.
五
。
二

五

・
二

五

二

五

・
「

玉

・
〇

四

・
=

四
・
=

四

。
八
.
.

四
・
一
Q

四

・
七

四
・
九

四

・
五

四

・
入

及

び
便
絡
曲

線

(
】
V
.

第

十

二
巻
.

(第
四

號

三
九

V

五

三
七

10)

11)
12)

『脛 濟 原 論 』Iox,160頁 等

Marshall.z匝z～ ノ,P.344nり 喜〕,346n・ 卜seealsop・96n・

Ch・pman,Q・q】he・Qfp・tin・alEt・ ・。・uン,1俳 ・・PP・ ・63-167・
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論

叢

需
要
曲
線
、
供
緒
曲
線

、
及
び
儂
絡
曲
線
(
一
)

第
+
二
巻

(第
四
競
.

四
9

五
三
入

や

し

も

へ

た

此

の
表

に

つ
き
、
彼

は
次

の
如

き
説

明
を
加

へ
て
る

る
。『
第

二
段

に
書

き
入

れ
て
あ

乃
慣
幣

は
、
蚊
用
逓

減

の

う

も

も

リ

コ

法
則

の
故

に
、
下

が

っ
て
み

る
。
'
第
三
段

の
そ
れ
は

、
或

ば
上
ぼ
り
、
或

は
下

が
b
、
或

は
同

】
贋
賂
を
維
持

し
、

或
は
最
初
上

ぼ
乃

か
下

が

乃
か
し

て
後

に
其

の
反
野

に

な

る
こ
`

も
あ

る
。

を

れ
は
、

も
し

當
該

産
業

に
報
酬

〔「卑
⊆
5
)

の
逓
減

が
行

は

る

、
な
ら

ば
上

ば
る
で
あ
ら

う

し
、
・も

し
報
酬

の
遽
増

が
行

は
る

＼
な
ら

ば
下
が

る
で

あ
ら

う
し
、
も

し
報

酬
が

不
鍵

な
ら
ば
李
均
を
維

持
す

る
で
あ
ら

う
。』

、

斗

「x
第麓
器
誘
騨
驚

翻
舞

瑚蝶

範

鋤
.

湛

、

、

、

入(圃

＼
ゼ

、

、

㌧

、
、

Y

:

」
創

卒

衡

を
保

つ
所

の
、

需

要
及

び
供

給

の
各

工
の

分
量

た

る

定

の
時
期

を
経

て
、
需

要

の
増

加
が
起

り
、
從
て
需
要

曲
線
が
∬

線

の
形

を
取

る
こ
ご
に
な
れ
ば
、
償
絡

は

c
a

よ
b
下
落

し
て
d
b

だ
け

の
も

の
に
な
る
、
ご
い
ふ
の

で
.め

る
。

〔
マ
ア

シ
ヤ

ル
の
言

ふ
所

も
、
略

ぱ
之

ε
同
様

で

需
要
曲
線

ε
謂

っ
て
居
り
、
叉
S
線
は
供
給
債
絡
を
現
は
す
も
の
で
、
彼
は

ロ

サ

も

セ

之
を

名
け
て
供
給

曲
線

蓬
謂

っ
て
み
る
。
.さ
う

し
.て
彼

れ
の
説

明
に
よ

れ
ば

此

等

二
曲
線

の
交

叉

に
よ

っ
て
生
じ
た

る

c
黙
が
、
そ

の
場
合

の
憐
格
決
定

黙

で
あ

っ
て

、
即

ち

a
.c
線

の
長

さ
は
、
先

き
の
徽

字

に
當

て
嵌

め
れ
ば
四

志
十

「
片

を
現
は

し
↓
O

a
線

の
長

さ
は
、
斯

か

る
傾
絡

の
下

に
於

て
互

に

.

」
○

、

】
○
○
個
を

現
賦
す
も

の
で
あ

る
。

な

ほ

一

＼



恥
.

あ

る

。
)

チ
ヤ
ブ

マ
ン
、

マ
ア

シ
ヤ

ル
等

が
謂

ふ
所

の
供

給
曲

線

な

る
も

の
は
、
此

の
如

き
意
味

の
も

の
で
あ

る
。

そ
こ

で
等

し
く
供
給
曲
線

{
稽

せ
ら
れ

な
が
ら

、
全

く
其

の
性
質
を
異

に

せ
る
二
様

の
曲
線

が
在

る

こ
ε

に
な

つ
π
。

ヘ

ネ

セ

ヵ

ら

も

も

私
は
今
便
宜
の
泥
め
に
、
先
き
に
掲
げ
た
も
の
を
第

】
の
意
味
の
供
給
曲
線

ε
名
け
、
後
に
禍
…げ
π
る
も
の
を
第

コ
伽
奮
脚

⑳
供
給
曲
線
ご
名
け
、
以
下
此
等
二
者

の
間

に
於
け
る
性
質
上
の
差
異
を
摺
摘
す

る
で
あ
ら
う
。

第

『

曲
線

の
再
容
の
差
異
。
先
ぎ
に
第

一
の
意
味

㊨
供
給
曲
線

に
つ
き
其
の
内
容
上
の
特
徴
を
説
明
せ
し
所

う

に
照
恋
し
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
第

一
の
意
味

の
供
給
曲
線
ε
第
二
の
意
味
の
供
給
曲
線

蓬
は
、
イ
そ
の
現
は
す
所

(

ラ

も
も
も

も
　
つ

の
時

の
關
係
に
於
て
相
違
し
、

ロ
又
そ
の
現
は
す
所
の
供
給
が
可
能
的
供
給
な
る
ε
現
實
的
供
給
な

る
ε
に
於
て

(

相
違
す

る
。
こ
れ
は
勿
論
互
に
關
聯
し
て
み
る
事
柄
だ
け
れ
こ
も
、
便
宜
の
た
め
、
順
序
を
立
て

＼
別
凌
に
述

べ

て
見
や
う
。

一

、、
、
、
、

イ
既
に
述

べ
だ
る
如
く
、
第

一
の
意
味
の
供
給
曲
線
は
、
特
定
の
時

に
於
け
る
可
能
的
供
給

の
事
情
を
現
は
し

(
だ
も
の
で
、
吉
ひ
換
ふ
れ
ば
、
そ
れ
は
供
給
に
關
す

る

「
同
時
存
在
の
可
能
性

の

一
覧
表
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ

　

り

あ

う

も

も

も

ヘ

へ

ぬ

る

カ

に
『
時
」
の
縄
過
が
含
ま
れ
て
み
な

い
。
從
て
其
れ
に
時
の
要
素
を
入
れ
、
時
の
経
過
に
俘

ふ
供
給
の
蔓
化
を
現
さ

へ

ら

ヘ

コ

も

あ

も

う
ε
す

れ
ば
、

そ

の
暗

黙

の
敷

に
慮

じ
て
、
曲
線

の
敏

を
増

加
し
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
し

か
る
に
第

二

の
意
味

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
慣
絡
曲
線
(
})

第
十
二
巻

(第
四
號

四

一
)

五
三
九

13) ibz'd,p.34611.



.

論

叢
.

需
要
曲
線

、
供
給
曲

線
、
及
び
債
格
曲
線

(
ご

第
十
二
巻

(第
四
號

四

二
)

五
四
〇

　

ぢ

へ

あ

の
供
給
曲
線

は
、
之

ε
全
く
其

の
性
質

を
異

に
し
、
そ

れ
は
長
期
間

に
於
け

る
事
情

の
攣
化

を
現
は

し
た

も
の
で

「
同
時
存
在

の
事
實

の
系

列
」

⑤

・。亀

田

竃

n
o
-①×
冥
げ
㈹
註
。
【巴

を
現

は
し
た
も

の
で
無

い
か
ら
、

そ
れ

に
は
必

し

も

マ

へ

も

や

あ

も

や

ヤ

ヤ

ヤ

ほ

も

す
『
時
」
の
経
過
が
含
ま
れ
て
み
る
。
だ
か
ら
時
の
経
過

に
俘

ふ
供
給
側

の
事
情
の
攣
化
は
、
當
然

一
個
の
曲
線

の

コ

も

ち

も

や

へ

も

り

う

も

も

ヘ

へ

中

に
現

さ
れ
て
み
る
。
そ
れ
は
、
同
時
存
在
の
可
能
的
事
實
の
圖
示
で
な
く
て
、
異
塒
存
在
(繊
起
的
獲
生
)
の
歴

も

あ

ヘ

ヤ

や

史
的
事
實

の
圖
示
で
あ

る
。
1

(尤
も
其
れ
は
、
必
し
も
異
時
存
在

の
歴
史
的
事
蜜
の
圖
示
ε
見
な
く
ざ
も
、
異

ヤ

ヘ

コ

時
存
在
の
可
能
的
事
實

の
圖
示

E
考

へ
ら

れ
訟
事
は
無

い
。
然
る
時
は
、
假
ひ
供
給
曲
線
は
依
然
ε
し
て
異
時
存

在
の
事
實
の
系
列
を
現
は
し
て
居
り
、
從
て
そ
の
曲
線

に
は
當
然
に
時
の
要
素
が
含
ま
れ
て
み
る
に
し
て
も
、
そ

へ

も

も

カ

コ

ヘ

ロ

あ

も

も

も

れ
は
歴
史
的
事
實
を
現
は
し
た
者
で
な
く
て
、

一
定
の
暗
黙
に
於
て
推
定
さ
れ
た
可
能
的
事
實
を
現
し
た
者

に
な

あ

ゐ

あ

ヘ

ヤ

あ

る
。
例

へ
ば
、
そ
の
曲
線
を
以
て
、
生
産
額
少
か
b
し
時
は
貨
物
の
生
産
費
は
云

々
の
程
度
に
高
か
り
し
が
、
今

へ

あ
　

も

へ

も

は
生
産
額
多
く
な
り
し
薦
め
其

の
生
産
費
は
云
,々

の
程
度
に
下
が
れ
り
、
ε
い
ふ
類

の
歴
史
的
事
實
を
現
し
て
ゐ

ヤ

マ

も

る
、

ε
見

る
こ
巴
も
田

楽

る
が
、
叉

そ

れ
ε
稽

工
蓮

っ
て
、
生
産
額

少
け

れ
ば
貨
物

の
生
産
費

は

云

々
の
程
度

に

エ

へ

う

モ

や

あ

へ

高
ま

る

べ
く
、
生
産
額
多
け

れ
ば
其

の
生

産
費

は
云

々

の
程
度

に
下

が
る

べ
し
、
ε

い
ふ
類

の
、

一
定
暗

黙

に
決

り

て
考

へ
ら

れ
た
豫
想
的

事
實

を
現

し
て
み

る
、
£
も
考

へ
ら

れ
ぬ

こ
ご
は
無

い
の
で
め

る
。
.ξ
ち
ら

に
考

へ
て
も
、

甚

し

い
蓮

ひ
は
起
ら

撮
か
ら
、
煩
雑

を
避

け
て
、
後

の
場
合

の
考
方

は
、
姑

く
省

略

に
附
し

て
置
く

。
但

し
以
下

引

続

き
述

ぶ
る
事
項
は

、
後

の
者
方

に
從

ふ
時

は
、
そ

の
適
用
を
見

な

い
ご
云
ふ
こ
ざ
だ
け
、
藪

に
明
記
し
て
置



く
)
。

既

に
述

べ
た

る
如
く
、
第

二
の
意
味

の
供

給
曲
線

は
、
同
時
的
存
在

の
可
能
的
事
實

を
圖
示

し
陀
も

の
で
な

く

て
、
織
綾

的
獲
生

の
歴
史
的

皐
實

を
圖
示
し

た
も

の
で
あ

る
が

、
今

こ

の
事

に
關

嚇
し
て
、

一
個

の
重
要

な

る
俘

生
的
事
賢

が
生
す

る
。

そ
れ
は
、
慣
格

決
定

黙

の
位

催

た

る
、
第

一
の
意
味

の
供

給
曲
線

上
に
於

て
は
、
右

に
前

進
す

る
こ
ε
も
、
左

に
後

退
す

る
こ
ざ
も
、
共

に
在

り
得

る
の
で
あ

る
が
、
第

二

の
意

味

の
供

給
曲
線

上

に
於

て

は
、
右

に
前

進
す

る

こ
ご
が
在

り
得

る
ば
か
b
で
、

左

に

後
退

す

る
こ
ご
は

在

り

得

な

い
、

ε

い
ふ
こ
ε
で
あ

る
。
例

へ
ば
、
第
九
圖

の
S
線
を
以
.て
第

一
の
意
味

の
供

給
曲
線

を
現

は
す

も

の
ε

s

X

.

す

れ
ば
、
債
格
決
定

黙

は
、
需
要
多

け
れ
ば

・
黙

に
定

ま

る

べ
一
、
需
要

少
け

れ
ば

ω

b
黙

に
定

ま

る

べ
し

ε

い
ふ
や
う

に
、
同

じ
抽
線

の
上
を
右

か
ら

左

に
動

く
、

`
考

。

4

へ
る
こ
ε
群

来
る
・
何
啓

い
ふ
に
・
此
の
場
合
に
・
舞

多
け
れ
ば
・
か
・
需

㌦

1

調

要
少
・
讐

萎

の
・
、畳

雰

賂

・
於
・
・
可
薩

・
響

で
・
・
か

(第

九

埋

ら
・
璽

妙
瞭
然
に
於
け
る
供
給
の
可
能
性
を
圓
示
し
て
る
s
な
る
曲
線
が
、
前
後

を
通
じ

て
役
立

つ
の
で
あ

る
。
然

る
に
、
も
し
其

の
曲
線

が
第

二

の
意

味

の
供
給
曲

線
で
あ

る
な
ら

ば
、
そ

の
曲

線
の
中

に
は
時

の
脛
渦
一

挺
て
之
に
件

ふ
所
の
生
産
規
模
、
生
産
技
術
等

の
攣
化
i

が
含
ま
れ
て
み
る
か
ら
、

事
情

が
全
く
相
違

し
て
来

る
。

例

へ
ば
第
十
圖

に
於

て
、
最
初
O

」
だ
け
の
供

給
を
爾

せ
し
際

に
、

一
軍
位

の
生

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
慣
格
曲
線
〔
一
)

第
十
二
巻

(第
四
號

個
三
)

五
四
一

嘔

」



.

'

「

.

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
傾
絡
曲
線
〔
こ

第
十
二
巻

(第
四
號

四
四
)

五
四
二

産

費
が

a
応
で
あ

っ
た
も

の
が
、
其

の
後
供
給

が
0

,認
ま

で
増
加

せ
ら

る

＼
に
至

っ

た
矯

め
、

一
軍

位
の
生
産

費
が
b
,」
だ
け

に
減

じ
た

ご
す

る
な
ら
ば

、
其

の
供

給

の

増

加

ε
い
ふ
結
果

の
現

は

る

＼
に
至
り
し

ま

で
の
期

間

に
於

て
、
實

は
生
産
規
模

や

生
産
技

術
や

の
鍵
化

が

あ

っ
π

の
で
あ
る
か
ら

、
其

の
事
情

の
既

に
獲
生

し
た
後
に

供
給
額

が
再

び
以
前

の
如

く
Q

ル
だ
け

に
減
少
す

る
こ
ご
が
あ

っ
た

ε
し

て
も

、
そ

の
場
合

の

一
軍

位

の
生
産
費

は
、
元

の
如

く

a
躍
で

は
な
く

て
、

c
躍
に
止
ま

る
ξ

露

+

㊥

云
ふ
が
如
き
こ
ざ
が
、
起

り
得

る
の
で
あ
る
。
即
ち
纏

決
定
黙
は
ミ

い
ふ
供
給

■曲

線

の
上
を

、

a
か
ら
b

に
、
即
ら
左

か
ら

右

に
、
前

進

す

る
だ
け

で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
逆

に
、
右
か
ら

左

に
後

退

す

る
こ
ε
は
無

く
、
.さ
う

云

ふ
場

合

に
は
、
必
ず
前

の
曲
線

ご
は
違

っ
た
S

ざ

い
ふ
供
給
曲
線

を
辿

る
,

ξ
い

ふ

こ
ご
に
な

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前

に
も
述

べ
た
如

く

、
第

二
の
意
味

の
供
給
曲
線

は
、
歴

史
的

の
事
實
を
現

は
し

て
み
る
の
だ

か
ら

、
雁
皮
が
逆

に
回
繭
…さ
れ

訟
以

上

、
償
格
決

定
黙
が
同
じ
供
給
曲
線

の
⊥
を
、
宥

か
ら
左

に
、
逆

に
後
廻
す

る
こ
ε
は
、
固

よ
り
有

b
得

ぺ
か
ら

ざ

る
事
な

の
で
あ
る
。
そ

の
關
係

に
於

て
、

こ
の
第

二
の

ち

ヘ

リ

カ

コ

　

意
味
の
供
給
曲
線
は
、
供
給
の
増
加
を
示
す
場
合

に
は

『
前
進
曲
線
」
(即
ち
第
十
圓
の
s
線
の
如
く
右
に
矢
を
向

も

ち

マ

へ

も

も

け
た
線
)
ε
な
b
、
.供
給
の
減
少
を
示
す
場
合
に
は

『
後
退
曲
線
」

〔即
ち
第
十
圖

の
S
線

の
如
一
左

に
矢
を
向

け
た
線
)
ざ
な
る
、
ご
言
ひ
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。



コ

へ

め

同
次
に
、
第

一
の
意
味
の
供
給
曲
線
は
、
既
に
述

べ
π
る
如
く
、
そ
れ
一

の
傾
格
の
下
に
於
け

る
可
能
的
拱

く

ち

ヘ

セ

給

(℃
。
・。
・
量

.・・℃
篭

)
を
現
し
て

み
る
の
だ
が
、
第
二

の
意
味

の
供

給
曲

線

は
、

現
實
的
供

給

〔p
。・ロ
四一
..・辱

)

の
攣
化

に
伴

垂

配
費

の
攣
動

を
現

し
て
み

る
の
で
あ

る
。

だ
か
ら
曲
線

の
形
は
假

ひ
同
じ
で

あ
る

に
し
て
も
、

カ

へ

も

前
の
場
合
に
は
脚
線
を
⑳
い
・
⑳
に
供
給
が
現
れ
て
居
b
、
後
の
場
合
に
は
、
供
給
は

昏
。・。
奮
"

(横
底
線
-

前

前
よ
ザ
の
圖

に
よ
れ
ば
o
X
線
)
の
上
に
現
れ
て
み
て
、
.曲
線
そ
の
も
の
は
實
は
生
産
費
〔從
て
供
給
償
格
)
を
現

へ

　

ヘ

ヤ

し
て

み
る
に
過
ぎ

楓

の
で
あ

る
。
な

ほ
育

ひ
換
ふ

れ
ば

、
前

者

は
、
慣
格

の
高

低

に
鷹

じ
て
供

給

に
多
少

の
差

あ

る
こ
亡
を
示
せ
る
も
の
な
砦

も
・
.磐

は
・
馨

の
菰

懸

じ
・
謬

響

-

從
・
供
給
慰

・
一

高

底
の
差
あ
る
こ
ε
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
前
の
場
合
に
は
償
格
が
前
提

さ
れ
、
後
の
場
合

に
は
供
給
が
前

提
さ
れ
る
。
現
に
、
第

　
の
意
味

の
供
給
曲
線

〔及
び
需
要
曲
線
)
の
説
明
の
場
合

に
掲
げ
し
フ
ィ
シ
ャ
ア
の
数
学
一

カ

も

表
に
は
、
第

一
段
に
賢
欝

の
表
を
麗
き
、
然

る
後
そ
の

一
々
の
儂
格
の
下
に
於
て
、
需
要

せ
ら
る
、
貨
物
の
分
量

ε
・
供
給
せ
ら
る
盈

物

の
郵

ε
が
、
第
二
磐

第
三
磐

に
於
て
、
.互

量

比
せ
し
め
て
め
る
け
れ
ゼ、
も
、

そ
れ
ε
異
り
、

第
二
の
意
味

の
供
給
曲
線
の
説
明
の
場
合
に
掲
げ
し
チ
ャ
プ

マ
ン
の
敷
字
表
に
は
、
第

一
段

に
先

ち

へ

も

へ

づ
貨
物
の
分
蟄
を
示
す
数
字
が
置
か
れ
て
あ

っ
て
、
然
る
後
そ
の

一
々
の
分
量

の
下
に
、
需
要
償
幣
ε
供
給
儂
格

ご
が
・
第

二
段
裏

三
段

鳶

於
て
・
互
に
難

せ
し
め
て
あ
る
が
、
・
れ
警

も
偶
然

の
差
で
な
一
て
當
然
の

差

な

の
で
あ

る
。
即

ち
曲
線

の
外
形
は
似

て
み
て
も

、
之
を
敷
字

に
現
す
時

は
、
全

く
性
質

の
達

っ
セ
撒
字

に
な

論

叢

需
要
曲四
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
偵
絡
曲
線
(
一)

第
†
二
巻

〔笛
…四
號

四
五
)

玉
四
三

・

.



.

」

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線

、
及

び
偵
格
曲
線

(
ご

第
+
二
巻

(第
四
號

四
六
)

五
四
四

ロ

っ
て
仕
舞

ふ
の
で
あ

る
。

(本
誌
本
號
五
二
入
貢
及
び
五
三
七
頁
参
照
)

ら

コ

へ

第
二
、
曲
線
の
外
形
の
差
異
。
私
は
第

一
の
意
味

の
供
給
曲
線
及
び
需
要
曲
線

の
特
徴
を
述
ぶ
る
際
、
需
要
曲

線
は

一
般
に
左
よ
り
看
に
下
が
る
曲
線

の
形
を
取
る
け
れ
こ
も
、
供
給
曲
線
に
至

っ
て
は
、
そ
れ
が
左
お
ゲ
脊
に

セ

あ

も

へ

し

も

　

セ

ら

て

も

や

カ

下
が
る
曲
線

の
形
を
取
る
こ
ε
は
、
縄
掛
に
あ
b
得
な
.い
、
ε
云
ふ
こ
ご
を
述

べ
た
。
し
か
る
に
第
二
の
意
味
の

供
給
曲
線
は
、
既
に
述

べ
た
る
如
一
、
生
産
費
逓
減
〔報
酬
逓
増
)
の
場
合
に
の
み
、
右
よ
り
左
に
下
が
る
曲
線
の

い

い

も

も

カ

し

セ

も

ヘ

へ

形
を
取
乃
の
で
あ

っ
て
、
生
産
費
逓
増
(報
酬
逓
減
)
の
場
合
に
は
、
左
よ
り
看
に
下
が
る
曲
線

の
形
を
取
り
、
生

　

も

も

コ

し

も

産
費
不
鍵

の
場
合
に
は
、
O
X
線

に
卒
行
ず

る
直
線
の
形
を
取
る
の
で
あ
る
。
何
故
第

「
の
意
味
の
供
給
曲
線
は

左
よ
り
右
に
下
が
る
曲
線
の
形
を
取
b
得
な
い
か
芸

へ
ば
、
も
し
さ
う
云
ふ
形
叢

れ
ば
、
そ
れ
は
・

一
定
の

聴
、

一
定
の
蕩

に
於
て
、
貨
物
の
贋
肇

歩
け
腔
ば
安
き
ほ
こ
其
の
供
駿

は
多
一
・
之
に
反
し
・
贋
肇

高

け

れ
ば
高

き
ほ
ギ
」
其

の
供

給
額

は
少
い

、
ε

い
ふ
畢

實

を
現
は
す

こ
ε
に
爲
る
が
、
左
様

な

こ
ε
は
考

ふ

ぺ
か
ら

ざ
る
ξ

に
罵
す

る
か
ち

で
あ

る
。
然

る
に
第
二
の
意
味

の
供
給
曲
線

に
な
を

.
左
よ
b
右

に
下
が
る
曲
線
の

形
を
取

る
場
合

が
、
寧

ろ
最
も
多

い
。

そ
れ

は
何
故

か
ε

い
ふ

に
、
多

く

の
貨
物

に
在

っ
て
は

、
之
が
供
給

を
増

加
す

る
に

つ
れ
て

、

↓
軍
位

當
り
の
生
産
費

は
、
次
第

に
減

少
す

る
を
常

ε
す

る
か
ら

で

あ
る
。

幽

、

第

一
の
意
味
に
於
け
る
供
給
曲
線
(
及
び
需
要
曲
線
)
ε
、
.第
二
の
意
味

に
於
け
る
供
給
曲
線

ε
、
全
く
其

の
性



響

質

を
異

に
す

る
も

の
な

・
こ

・
は
、
以

上
述

ぶ

・
が
如

一

で
み
る
。

し

か
ら
ば
、

・
ア

シ
ャ
ル
、

チ
ャ
ζ

ソ
等

が
・
第
二
の
意
味
の
供
給
前
彎

交
叉

せ
し
め
つ
・
あ
る
糞

曲
墾

第
八
圖
参
照
)
な
る
も
の
憾
、
1

(笙

の
意
味
の
供
給
曲
線

ε
、
第
二
の
意
味

の
供
給
曲
管

が
、
芒

其

の
性
質
を
異
に
せ
る
に
準
じ
て
)、
1

普
通

に
笙

の
意
味

の
供
給
曲
線

妾

叉
せ
し
め
ら
れ

つ
・
あ
・
需
要
曲
線
ε
、
矢
張
り
其

の
性
質
を
異

に
す

る
も
の

で
あ

る
か
ε
云

ふ
に
、
私

の
見

る
所

に
よ

れ
ば

、

さ
う

で
は
無

く
て
、
矢

張
り
同

じ
性
質

の
も

の
で
あ

る
。
然

る

に
.、
も
し

さ
う

だ

こ
す

れ
ば
、
此

の
場
合

に
は
、

一
定

の
性
質

を
有
す

る
需
要
曲
線

が
、
そ
れ

ざ
違

っ
た
性
質
を

有
す

る
供
給
曲
線

ε
、
同
じ
圖

面

の
上

に
組
合

せ
ら
れ

つ
、
あ

る
謬

に
な

る
。
私

は
今
、
そ

の
事

の
是
非

を
論
ず

る
前

に
、

一
鷹

そ

の
事
自
身
を
確

め
て
榿

か
う

ざ
思

ふ
。

ヤ

.

マ
.ア
シ
・
"
・
チ
・
ブ

マ
ソ
禦

・
璽

ず

{愚
昧
の
供
給
曲
線
ε
交
叉
せ
し
め
つ
・
あ
る
需
要
曲
線
が
、
普
通
第

渉

意
味

の
供
給
曲
線
妾

叉
せ
し
め
ら
れ
つ
・
あ
る
需
要
曲
線
-

從
て
笙

の
意
味
の
供
給
曲
線
に
準
ず
る

性
質
を
穿

る
需
要
曲
線
」

高

じ
も

の
だ
三

至

・
爵

、
そ
の
曲
線
が
、
必
差

よ
り
右
に
下
が
る
曲
線

の
形
を
取

る
こ
ε

に
、
限
定

さ
れ
て

る
る
の
を
見

て
も

分

る
。

(前

に
掲

げ
し

チ
ャ
プ

マ
ソ
の

需

要
償
格

に

閲
す

の

、

D

博

、

、

る
数
字
表

、
及

び
之

に
就

て

の
彼

れ
の
説

明
参
照

)
。
そ

れ
は
、

一
定

の
暗
黙

に
於

て
、
貨
物

の
需
要

が
、
如
何

に

慣
格

の
相
違
す
る
に
従
う
て
相
違
し
禦

か
、
を
示
す

一
の
曲
線
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
は
如
何
な
る
貨
物
に

就
て
云
ふ
も
、
領
格
が
高
け
れ
ば
高

き
ほ
ざ
需
要
は
少
一
、
債
格
が
低
け
れ
ば
低
き
肇

、
需
要
は
多

い
の
で
あ

っ

論

叢

需
要
曲
線
、
.供
給
曲
線
ハ
政
ぴ
便
格
曲
線
(
ご

第
十
二
巻

(第
四
號

四
七
)

五
四
五

・4)Ch・pm・n,ibid,p.・63.M・ ・sh・11,ibid.p・346n・ 本 誌 本 號537・538A



魯

論

叢

需
要
曲
線
、
侯
給
曲
線
、
及
び
領
格
曲
線

(
一
)

第

十
二
巻

(第
四
號

四
八
)

五
四
六

.

∵
て
、
即
ち
其
れ
を
曲
線
に
現
せ
ば
、・
掌

左
が

奮

ア
馨

曲
線
の
形
叢

る
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
・
し
か

る

t
、
五
・
々
が
も
し
、
第
二
の
意
味

の
供
給
曲
線
が
長
期
開

に
亘
る
供
給
の
厭
悪
を
現
は
し
て
ゐ
著

い
ふ
事
實

に
準

じ
て
、

そ
れ

ε
同
じ
魎
に
、
長
期
間

に
亘

る
需
要

の
状
態
を
曲
線

に
現

さ
　

こ
す

る
な
ら

ば
・
そ

の
曲

線

は

魅
し
も
左

よ
b
右

に
下
が

る
曲
線

の
形
を
取

る

ご
は
限
ら

な

い
。
何
故

ピ

い
ふ
に
、
二

足

の
塒

黙

に
於

て
言

ふ
な

ら

ば
、
償
格
が
高
け

れ
ば
需
要

は
少

く
、
贋
格

が
低
く
け

れ
ば
需
要

は
多

い
、

に
決

っ
て
み
る
け
れ
こ

も
、
も

し

や

あ

も

も

セ

も

長
期

に
亘
る
需
要

の
攣
化
を
見

る
た
め
に
、
時
を
異
に
し
て
需
要
の
状
態
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
債
格
は
高
く
な

っ
て
み
る
に
拘
ら
す
需
要
は
増
加
し
て
み
る
場
合
も
あ
り
得
れ
ば
、
又
そ
れ
ε
反
劃
に
、
債
格
は
低

く
な

っ
て
み

る
に
拘
ら
す
需
要

は
減

少

し
て
み
る
場
合

も

あ
b
得

る

の
で
、
そ

の
曲
線

は
決

し
て

憂

し
た
も

の
で
は
無

い
・

も

も

も

も

も

假
に
供
給
の
場
合

ご
同
じ
や
う
.に
、
問
題
を
ぱ
需
要

の
増
加
し
行
一
場
合
に
限
定
し
て
も
、
そ
れ
に
は
一

矢
張

り
供
給
の
場
合
高

じ
や
う
に
一

三
様

の
肇

的

の
場
合
薯

へ
ら
れ
る
・
笙

は
・
籍

の
下
落
に
つ
れ

て

需
要
の
増
加
し
居

る
場
合
で
、
そ
れ
を
曲
線

に
現

さ
ば
、
恰
も
生
産
費
逓
減
の
場
合
に
於
け
る
供
給
曲
線

ご
同
じ

　

も

や

へ

り

コ

も

も

や
・フ
に
、
左
よ
若

に
下
が
る
曲
線
の
形
を
取
る
。
第
二
は
、
贋
格
は
騰
貴

せ
し
に
拘
ら
す
需
要
の
増
加
し
居

る

場
合
で
、
そ
れ
を
曲
線
に
現
さ
ば
、
恰
も
生
産
雛

現

場
食

於
け
る
供
給
曲
墜

同
じ
空

フ
に
・
碧

谷

も

も

へ

も

に
上
が
る
曲
線
の
形
を
取

る
。
第
三
は
、
便
格
に
攣
仇
な
き
に
拘
ら
す
需
要

の
増
加
し
居
る
場
合
で
、
.そ
れ
を
曲

線
に
現

さ
ば
、
恰
も
生
産
費
不
攣

の
場
合
に
於
け
る
供
給
曲
線
高

じ
や
う
に
、
・
x
線
に
雫
獄
↑

ポ
面
線

の
形



じ

ゃ

ヤ

リ

を
取
る
。
此
の
如

く
、
第
二
の
意
味
の
供
給
曲
線

に
準
ず

べ
き
需
要
曲
線

〔
以
下
便
宜
の
た
め
、
之
を
第
二
の
意

除
の
需
要
曲
線
ε
謂
ふ
)
は
、
種
々
の
形
を
取
り
得
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
黙
に
於
て
、
か
の
第

一
の
意
味

の
供

給
曲
線
に
導

べ
き
垂

曲
線

〔以
下
之
を
勤

み

潔

の
霧

曲
線
藷

ふ
)
が
、
必
ず
左
よ
-
宮

下
が
.

る
曲

線

の
形
を
取

る
の
ご
.
大

に
駆

を
塁
ハに
し
て

み
る

の
で
あ

る
。

し
か
る
に

マ
ア

シ
影

、

チ
。
ζ

ソ

等

が
,

第
二
の
意
味
の
供
給
曲
線
ご
交
叉
せ
し
め

つ
、
あ
る
需
要
曲
線
を
以
て
、
必
ず

左
よ
り

右

に
下

が

る
曲
線
の

形
叢

る
も
の
ご
限
定
せ
る
は
・
.暴
れ
明
か
に
、
そ
の
需
要
曲
線
が

篁

の
意
味

の
も
の
に
外
な
ら
ざ
る
謹
擦

で
あ
る
。

以
上
は
軍
に
暗
線
の
形
だ
け
を
捕

へ
て
其

の
性
質
を
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
更

に
之
に
關
す
る

マ
ァ
シ
ャ
ル

チ
ャ
プ

マ
.ン
尊
卑
説
明
を
見
れ
ば
、
私
の
盲

ふ
所

の
誤
な
ら
ざ
る
こ
ε
が
確

め
ら
れ
る
。
例

へ
ば
、
前

に
掲
げ
し

チ
ャ
ブ

マ
ソ
の
、
需
要
供
給
に
關
す

る
数
字
表
の
中
、
第
二
段

の
限
界
的
需
要
償
柊
が
、
何
故
貨
物

の
敷
畳
の
増

加
に
つ
れ
て
低
下
す
る
こ
ざ
に
し
て
あ
る
か
ε
云

へ
ば
、
1

そ
の
識
量
の
増
加
に
伴

ふ
需
要
衝
格

の
低
下
を
曲

線

に
現
す
時
は
、
そ
れ
は
、
先
き
に
吉
ひ
し
が
如
き
、
左

よ
b
右
に
下
が
る
曲
線

に
な

っ
て
ぐ
る
の
で
あ
る
ー

チ
・
ブ

マ
ソ
自
身
の
欝

に
よ
嚢

・
そ
れ
は
『
数
用
議

の
法
則
の
警

』
三

稟

の
で
あ
る
。
ζ

、
う
が
其

の

も

ろ

い

も

炊
用
達
減
の
注
射

`
い
ふ
の
は
、

一
定
の
時
、

一
定
の
入
が

一
定
の
物
に
謝
し
て
威
す
る
限
界
敷
用
が
、
其

の
輩

位
敷
の
増
加
に
つ
れ
て
、
逓
減
す
る
の
事
實
を
吉
ひ
表
は
し
た
も
の
な
の
だ
か
ら
、

チ
ャ
プ

マ
ソ
の
謂

ふ
所
の
需

論

叢

需
要
曲
線
・
供
給
曲
線

・
及
び
籍

曲
線
(
一
)

第
+
二
巻

(舞

號

四
九
)

五
四
七

日

■



論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
償
絡
曲
線

(
じ

第

十
二
奮

(
第
四
號

五

Q
)

五
四
八

み

り

し

や

も

要
償
格

の
低

下
取

る
も

の
が

、

一
定

の
暗

黙

に
拘

る
問

題

だ
ご

い
ふ
こ
ご
は
、
甚

だ
明
瞭

で
あ

る
。
即

ち
其

れ
は

し

セ

カ

も

特
定
の
時
、
特
定

の
市
場

柔
於
け
る
市
場
償
格
の
決
定
を
論
ず
る
場
合
に
、
問
題
ξ
せ
ら
る
、
所

の
「
需
要
側
の

事
情
ε
同
じ
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
軈

て
之
を
曲
線
に
現
は
さ
ば
、
私
の
謂
ふ
所
の
、
第

一
の
意
味
の
需
要
曲
線

に
な
る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

9

し

か
る
に

マ
ア

シ
ャ
ル
、

チ
ャ
プ

マ
ソ
等
が
、

此

の
如

く
第

二
の
意

味

の
供
給
曲
線

ご
第

一
の
意
味

の
需

要
曲

線

ε
を
1

即
ち
性
質
の
違

っ
た
曲
線
ご
曲
線
ご
を
1

同

一
の
圖
面
の
上
に
交
叉
せ
し
め
つ
、
あ
る
こ
嬉
は
、

】
時

の
便
宜

ざ
し
て
は
兎
も
角

、
正
確

に
盲

へ
ば
誤
謬

で
あ

っ
て
、
其

筈

の
曲
線

は
同

一
面
上

に
於

て
交
叉

し
能

は

囎
も

の
で
あ
り
、
、假

に
同

一
面
上

に
交
叉

せ
し

め
て
見

て
も
、
實

揖
意
味

を
成

さ
濾
も

の
な

の
で
あ

る
、
今

そ

の
事
を

明
か
に
す

る
が
爲

め

に
は
、
私
は
更

に
進

ん
で

、
第

二

の
意
味

の
供

給
曲
線

(即
ち

マ
ア

シ
ャ
ル
、

チ
ャ

も

へ

も

プ

マ
ン
等
が
供
給
曲
線
ご
縮
け
て
み
る
も
の
)
は
、
實
は
同
時
に
長
期
間
に
亘

る
需
要
曲
線
で
あ
る
蓬
云

ふ
こ
ε
、

否
な
其
れ
は
供
給
曲
線
ご
か
需
要
曲
線
ε
か
云
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
債
啓
曲
線
叉
は
生
産
費
抽
線

ε
稗
す
る
を
適
當

ε
す
ε
云
ふ
こ
ε
を
.
論
述
す

る
必
要
に
迫
ま
ら
れ
る
。

第
十

一
圖
に
於
て
、
A
B
線
は
、

マ
ァ
シ
ャ
ル
誓
が
供
給
曲
線
ε
謂

へ
る
も
の

(即
ち
私
が
假
に
第
二
の
意
味

の
供
給
曲
線
ビ
名
け
た
も
の
)
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
左
よ
り
右

に
下
が
る
曲
線
の
形
を
取

っ
て
み
る
の
臨
、
所
謂



(圖 一 十 第 〕

,£

B

ソ

ゴ

D

ノD

、

ぎ

S

D

P

S

Y

A

Xλ='κ0

の
禦
⊃
分
意
味
の
供
給
曲
線
)
ご
彼
等
の
所
記
需
要
曲
線
(そ
れ
は
私
の
謂
ふ
所
の
、
第

一
の
意
味
の
需
要
曲
線
ご

同
じ
も
の
)
建

の
交
叉
に
よ
っ
て
、
正
常
償
楕

の
決
定
黙
を
定

め
ん
ε
す
る
の
で
め
る
。
し
か
る
に
私
の
者

へ
る

所

に
よ
れ
ば
・
D
墾

醤

墾

笙

の
意
味
の
需
要
曲
墾

妥

叉
す

・
所
の
も
の
は
、
A
。
線

(第
二
の
意
味

の
供
給
曲
線
)
ε
い
ふ

一
個
の
曲
線
で
は
な

い
。
も
し
此
等
の
糞

曲
線

ε
交
叉
す

る
も
の
を
求
む
る
の
で
め
れ

ば
・
吾

々
は
・
此
等
の
需
要
曲
墾

即
ち
堕

の
意
味

の
需
要
曲
線
)
に
準

る
所

の
、
笙

の
藻

の
供
給
曲
線

を
描

い
て
來
な
け
れ
ば
な
鉦

の
で
あ

っ
て
、
即
ち
其
れ
を
圖

に
現
は
甚

、
D
線

に
謝
し
て
は
を

p
黙

に
於

て
交
叉
す
る
所
の
s
線
が
あ
り
、
∬
線

爵

し
て
も
之
昏

黙

に
於
て
交
叉
す
る
所

省

線
が
あ
る
の
で
あ
る
。

髄

蹴

需

焉

線
・
供
鶴

線
・
及
び
慣
猛

墾

一
)

第
+
二
巻

(語

號

五
一
)

五
四
九

生
庵
費
逓
減
が
行

は
れ
て
る
て
、
貨
物
の
供
給
量

の
増
加
に
俘

ひ

一
軍
位
の

生
産
費
が
次
第
に
減
少
し
て
み
る
こ
ξ
を
示
す
。
(此
の
曲
線
に
は
模
型
的
の

も

の
が
三
様
あ

る
こ
ε
は
、
前

に
既
に
述

べ
た
。
弦
に
は
其
の
三

つ
の
場
合

の
中
の

一
つ
を
例
に
取

っ
た
ま
で
の
こ
己
で
め
る
。
)
さ
う
し
て

マ
ア
シ
ャ

ル

等
は
、
之
ご
交
叉
す
る
所

の
D
線
叉
は
∬
線
等
を
以
て
需
要
曲
線
ε
な
し
、

か
く
て
需
要

の
状
態

が
D
線

の
形
を
取
る
時
は
、
贋
柊
は
P

多
の
高
さ
に
定

ま
り
、
又
需
要
の
状
態
が
∬
線
の
形
を
取
る
時
は
、
債
格
は
P
ノ
の
高

さ
に

定
ま
る
、
ご
い
ふ
や
う
に
、
彼
等

の
所
謂
供
給
曲
線

(
そ
れ
は
私
の
謂

ふ
所

、

、

、

.

」



,

諭

.叢

需
要
歯
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
側
格
曲
線
(
こ

第
十
二
巻

(第
四
號

五

二
)

五
五

〇

も

あ

何
故

ご

い
ふ
に
、
例

へ
ば
D
線

は
、
或

る
塒
黙

に
於
け

る
需

要

の
可
能
性

を
示

し
て

む
る
の
で
、
即
ち
其

れ
が
左
よ

り
右

に
下

が

る
曲
線

の
形
を
取

っ
て
み

る
の
は
、
償

格

が
高

け
れ
ば
需

要

は
少

か
る

べ
く

、
償
幣

が
低
け

れ
ば
需

要

は
多

か
る

べ
し

、
ε

い
ふ
事
實

を
現

は
し

て
み

る

の
だ
が

、
吾

々
が
も
し
之

ご
同
じ
趣

意

に
よ
り
、
同

】
の
ω府

や黙
に
於
け
る
供
給
の
可
能
性
を
圖

に
現
さ
う
ざ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
ず
左
よ
り
右
に
上
が
る
曲
線
の
形
を
馭

し

ヤ

へ

.

る

べ
き
筈

だ
か
ら

で
め

る
。
尤
も
之
を

長
期
間

に
亘

っ
て
考

ふ

る
な
ら

ば

、
そ
れ

は
早

や
第
二

の
意
味

の
供

給
曲

線

に
な
る
の
.で
る

る
か
ら

、
供
給

の
壇
加

に
俘

ふ
.生
産
費

の
逓

減

、
逓
壇

.
不
攣

等

の
事
情

に
慮

じ
て
、

そ

の
曲

線

は

、
已

に
第
十

一
圖

に
示

せ

る
如

く
左

よ
り
右

に
下

が
る
曲

線

の
形
を
取

る
こ
ε
も

あ
り
、
或

は
左

よ
り
右

に

上
が

る
曲
線

の
形
を
取

る
こ
ご
も
あ
り
、
或

は
O

X
線

に
平
行
す

る
直
線

の
形

を
取

る
こ

`
も
あ

る
。

し

か
し
美

い

し

れ
は
何
れ
も
長
期
間
に
亘
る
供
給
の
愛
動
で
あ
る
。
も
し
之
を

一
定
の
暗
黙

に
限
ら
ば
、
一

之
を
短
期
間

に
つ

い
て
言
ふ
も
、
緩

き
程
度
に
於
て
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
一

供
給
の
増
加
は
必
ず
償
格

の
騰
貴
を
必
要
ε
す

る

'

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
曲
線
(即
ち
第

一
の
意
味
の
供
給
曲
線
-r

第
十

一
圖

の
S
線
叉
は
3
線
等
に
當
左
)
に

現
は
す
時
は
、
か
の
長
期
間
に
亘

る
供
給
曲
線

(即
ち
第
二
の
意
味

の
供
絶
曲
線
-

第
十

一
圖
で
は
A
B
線
に

當

る
)
は
、
た

ξ
ひ
左

よ
り
右

に
下
が

っ
て
.み
る
場

合
で

も
、
又
O

X
線

に
季

付

し
て
み
る
場
合

で
も

、
そ
れ
は
必

め

ヤ

も

す
左
よ
り
右
に
上
が
る
曲
線
の
形
を
取
り
、
叉
長
期
間

に
亘
る
供
給
曲
線
が
既
に
同
様
の
形
を
取

っ
て
み
る
場
合

も

へ

　

ら

も

ヤ

カ

も

(
生
産
費
逓
増

の
場
合
)
に
は
、
そ
れ
は
之
よ
b
も
甚
し
き
程
度
に
於
て
左
よ
り
右
に
上
が
る
曲
線
の
形
を
取
る
の



」

で
み

る
α

要
す

る
に
、
A

B
線

(
マ
ア

シ
ャ
ル
等

の
謂

ふ
所

の
供
給
曲
線

)
は
、
第

一
の
意
味

の
需
要
曲

線

(
D
線
、
び
線

等

)
ぎ
第

】
の
意
味

の
供

給
曲
線

〔S
線
、
『
線
等

)
ざ

の
交
叉

に
よ
塾
決
定

せ
ら

る
＼
所

の
、
其

の
時

々
の
贋
格

決

定
黙

(P
,P
等

}を

連
結

す

る
こ
ε
に
よ
り
生
す

る
曲
線

で

あ

っ
て
、

そ
れ
が

ヂ

ク
ザ

ク
の
形
を
戚

さ
獄
る
は
、稿
問

た

コ

ロ

マ

ヘ

マ

も

も

も

ヤ

リ

ヨ

ち

も

も

で

題
を
正
常
贋
格
の
決
定
に
限
る
が
矯
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も

し
其
れ
が
供
給
曲
線
ご
謂

へ
る
な
ら
ば
、
i

一

定

の
市
場

に
於

け

る
現
貿

の
需
要
額

(p∩
9
巴

号
舘

琶

)
蓬
現
實

の
供

給
額

(碧
巨
巴

窪
で
ロ
団
)
亡
は
必

ず

一
致

す

べ

つ

も

も

ぬ

コ

ち

も

ヘ

ヤ

へ

も

も

も

あ

ヘ

ヘ

や

し

あ

き

で
あ

る
か
ら

、
一

同
時

に
需
要
曲
線

ご
も
謂

ひ
得

ら

る
、
の
で
あ

る
。
悉

し
く
言

へ
ば

、
も
し
A
B
線

を
以

て
、
償
椿
P

霊
の
時
は
供
給
が
0

∬
で
あ
b

、
領
格

が
P
ノ

の
時
は
供

給
が
0
ノ

で
あ

る
、
等

の
こ
ε
を
現

惜
し

て
居

る
、

巴
解
羅

す

る
こ
ざ
が
出
家

る
な
ら

ば
、
そ

れ

ご
同
時

に
、

そ
の
A

B

円

い
.ふ
同

じ
線

を
以
て
、
慣
格
P

才
の
時

は
需
要

が
O

茜
で
あ
り
、
債

格
が
F

ゴ

の
聴

は
需
要

が
0
,」
で
あ
る
、
等

の
こ
オ
を
現

は
し
て
居

る
、
ε

解
辞
す

る
こ
ε
も
出

家
る

の
で
あ

る
。
し

か
し
本

當
は

、
此

の
場
合
「
供
給
は

(需
要
も
.と

の
曲

線

に
よ

っ
て
現
は

さ
れ
て
み
る

の
で

は
全
く

無
く
て
、

む
れ
は

捗
加
。【鴇
9

(横
底
線

)
に
於
け

る
長

さ
即

ち

(0

躍
、
0
,才
等

)
に
よ

つ

瑚

"

て
現

は
さ
れ
て
み

る
の
で
あ

る
」
。
即
ち
A
B

ε

い
ふ
曲
線

(
マ
ア

シ
ャ
ル
等

が
供

給
曲
線

ご
謂

へ
る
も

の
)
は
、

も

や
　

や

や

實

は

一
の
儂
格
曲
線

な
の

で
あ
る
。

か
く
て
私
は
遂

に
、

マ
ア

シ
ャ
ル
等

の
謂
ふ
所

の
供
給
曲
線

な
る
も

の
は

一

の
償
格
曲
線

に
過

ぎ
な

い
n
ε

い
ふ

　
の
結

論

に
達

し

た
課
で

あ
る
。

論

叢

需
要
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
偵
絡
曲
線
(
ご

第
十
二
巷

(第
四
號

五
[二
)

玉
五
一

15)Wicksteed,ε'鋸,p.542.

、



」

,

論

叢

需
一畏
曲
線
、
供
給
曲
線
、
及
び
個
絡
曲
線
(
一
)

第
十
二
雀

(第
四
號

五
四
)

五
五
二

藪

に
傾
格
曲
線

ご
謂

ふ
は
、
前

々
よ

り
の
圖
式

に
本

づ
き
、
多

く

の
暗
黙

に
於

け

る
償
幣

決
定
黙

を
連
結
す

る

こ
ご
に
よ
り
歩
車

る

一
の
曲
線

で
あ

っ
て
、
そ
れ

は
市
場
儂
格

の
場
合

に
あ

り
て
は
、
頗

る
不

規
則

な

る
曲
線

の

形
を
取

る

べ
き
で

あ
る
が
、吊
弦

に

マ
ア
シ
ャ
ル
等

の
問

題

ご
し
て

み
る
場
合

は
、
そ
れ

が
正
常
贋
格

に
限
ら

れ

て

み
る
が

た
め
に
、
曲

線

の
形
は

デ

ク
ザ

ク
ε
な
ら
す

に
滑

か
に
な

っ
て
み

る
の
で
あ

る
。
交

そ

の
曲
線

は
、
市
場

債
格

に
は
關
係

嫁
く
、

た

獄
正
常

償
絡

に
の
み
關

係
あ

る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
正
確

に
言

へ
ば

、
そ

れ
は
債
格
曲

ヘ

ミ

ゐ

ゐ

あ

ヘ

コ

線
の

一
種
た
る
正
常
贋
格
曲
線
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
其
の
正
常
償
格
な
る
も
の
は
、
何
時

で
も
貨
物
の
生
産

も

り

も

も

り

盛
相
當
の
黙

に
定
ま
る
の
だ
か
ら
、
正
常
償
幣
の
場
合
に
限
り
、
償
格
曲
線
は
同
特

に
生
産
費
曲
線
で
も
あ

る
。

ピ
こ
ろ
が
、
そ
の
生
産
費
な
る
も
の
は
、
畢
竟
供
給
側

の
事
情

に
拘
は
る
こ
ぜ
で
あ
る
か
ら
、
其

の
關
係
よ
b
し

.

て
、
こ
の
生
産
費
曲
線
を
ぱ
輩
に
供
給
側
の
事
情
を
現
は
す
曲
線
だ
ε
い
ふ
こ
ε
が
在
り
得
樹
。
さ
う
し
て
既
に

「
供
給
側
の
事
情
を
現
は
す
曲
線
』
だ
ε
育

っ
て
仕
舞

へ
ば
、
「そ
れ
は
、
市
場
衝
格

の
決
定
を
論
ず
る
際

に
用
ひ
ら

る
＼
所

の
、
『
供
給
側
の
事
情
を
現
は
す
曲
線
」
(師
ぢ
私
の
謂
ふ
所
の
第

一
の
意
味

の
供
給
曲
線
)
ご
、
吉
葉
の
上

。

の

に
於
て
同
じ
も
の

＼
や
う
に
爲

っ
て
仕
舞

ふ
の
で
、
そ

こ
で
此
等
二
曲
線
の
混
同
が
起
る
の
で
め
る
.

私
は
以
上
の
や
う
に
考

へ
て
る
る
。
そ
こ
で
次
に
は
、
此
の
考
を
以
て
、
最
近

に
石
川
法
學
士
が
本
誌
に
公
に

さ
れ
だ
「
正
常
需
要
供
給
の
動
的
考
察
ε
塒
の
要
素
」
ご
題
す
る
論
文
を
讀
ん
で
見
た
い
ご
思
ふ
。

16)例 へ ばTaussig,PrinciplesI,p.172.A-見 ム

17)Flyは 特 に 此 の 臨 な 注 意 ぜ り 。Outlines,P .174.参 照
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